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Ⅱ　平成24年度　研修事業開催要項
初 任 者 研 修（ 小・中 学 校 ） 

平成２４年度
基　本　研　修区 分
２１０１０５ 研修コード

栃木県総合教育センター 
研　修　部 

TEL　０２８－６６５－７２０２
事業主管

１　目　　的　　新任の教諭等に対して、実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させる。 

２　対　　象　　小・中学校の新任の教諭等

３　研修時間　　９：３０～１６：００（受付９：００～９：３０）

４　研修内容等　 ※とちぎ教育振興ビジョン（三期計画）を毎回持参してください。

講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

県教委教育次長
教職員課職員
学校教育課職員
総合教育センター職員

総
　
　合
　
　教
　
　育
　
　セ
　
　ン
　
　タ
　
　ー

講話
　「教職員への期待」
　「教職員の服務」
　「児童・生徒指導の在り方」
　　・児童・生徒指導の原理、方法、展開
説明
　「初任者研修について」
　　・初任者研修制度の概要、方法、運営

水４／４

第
　
１
　
日

総務課職員
総合教育センター職員

講話
　「義務教育の現状と課題」
　　・学校教育の現状
　　・本県における学校教育の重要施策
説明
　「とちぎ教育振興ビジョン（三期計画）」
講話
　「学級経営」
　　・学級経営の意義、内容、指導方法
講話・研究協議
　「学習指導（１）」
　　・学習全般
　　・教育課程
　　・教科別オリエンテーション

火５／８

第
　
２
　
日

医療関係者
総務課職員
総合教育センター職員

説明
　「教職員の評価制度について」
講話
　「人権教育の実践」
　　・人権教育の意義、内容、指導方法
　「教員のためのメンタルヘルス」
講話・研究協議
　「学習指導（２）」
・学習指導の基本（指導の心構え、学習方法

の訓練、机間指導、発問、板書、教科指
導における児童・生徒指導等）

火５／２２AC

第
　
３
　
日

木５／２４BD
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講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

学校教育課職員
総合教育センター職員

総
　合
　教
　育
　セ
　ン
　タ
　ー

講話・研究協議
「問題行動の理解と指導・援助」
講話・研究協議
「学習指導（３）」…小学校は選択教科Ｙコース
（生活・音楽・図画工作・家庭・体育・外国
語活動）
・教科指導の在り方（目標の明確化、学習

指導過程の構成、学習形態・活動の工
夫、教材の工夫、指導法の工夫等）

火６／１２AC
第
　
４
　
日

木６／１４BD

小・中学校教員
市町教委職員
教育事務所職員

指
定
す
る
会
場

教
育
事
務
所
の

教育事務所研修
　「先輩が行う授業の参観」（教科・道徳・特活）
　（教育事務所の別途計画）

別
途
計
画

６
～
　
月
１２

第
　５
　日

市町教委職員
教育事務所職員

勤
務
す
る
学
校

初
任
者
の

教育事務所研修
　「指導訪問」
　（教育事務所の別途計画）

別
途
計
画

６
～
　
月
１２

第
　６
　日

各研修担当者
各
研
修
場
所

選択研修

Ｐ２５を必ずお読みください。

６
～
　
月
１２

第
　７
　日

教職員課職員
総合教育センター職員

総
　
合
　
教
　
育
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

講話
　「学校事故と責任」
　　・学校事故の防止、内容、責任処理
　「総合的な学習の時間」
講話・研究協議
　「学習指導（４）」
・学習の評価（評価の意義、評価の機能、

評価の種類と方法、評価の活用）

火６／２６AC
第
　
８
　
日

木６／２８BD

社会福祉施設職員
総合教育センター職員

講話
　「特別支援教育」
　　・通常学級における特別支援教育
　「福祉教育の理解」
　　・社会福祉の理念と社会福祉施設の実状
説明
　「社会福祉施設における研修」
　　・県内の施設の理解と体験の心得
説明
　「宿泊研修に関する事前研修」
　　・概要説明
班別協議
　「とちぎ海浜自然の家における班活動」

木７／１２

第
　
９
　
日

とちぎの海浜自然の家職員
総合教育センター職員

自
　然
　の
　家

と
ち
ぎ
海
浜

《宿泊研修》
実習
　「とちぎ海浜自然の家における宿泊研修」
　　・とちぎ海浜自然の家の施設と機能
　　・集団的体験活動の指導法
　　・各校種における学校教育の相互理解

水～

金

８／１～

８／３

第
　
・
　
・
　
日

１０
１１
１２
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講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

総合教育センター職員

勤
務
す
る
学
校

初

任

者

の

《eラーニング研修》
eラーニング
　「健康教育」
　　・保健・安全・給食
eラーニング
　「教育の情報化」

夏
季
休
業
中

第
　　
　日
１３

教職員課職員
総合教育センター職員

総
　
合
　
教
　
育
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

講話
　「教育関係法規」
　　・教職員の服務、勤務
　　・校務遂行上の諸問題
　「児童生徒理解とカウンセリング・マインド」
演習
　「カウンセリングの基礎」
講話・研究協議
　「学習指導（５）」
　　・教科におけるコンピューターの活用

金８／１７
第
　　
　日
１４

総合教育センター職員

講話・研究協議
　「学習指導（６）」…小学校は選択教科Ｘコース
　　（国語・社会・算数・理科）
・教科指導の在り方（授業における児童生

徒理解）
・課題研究の中間まとめ

講話・研究協議
　「学習指導（７）」
　　・教材研究（学習指導案の検討、教材内容の理解）

火９／１１AC
第
　
　
　
日

１５

木９／１３BD

社会福祉施設職員
福
祉
施
設

県
内
社
会

実習
　「社会福祉施設における研修」
　（各社会福祉施設別途計画）

別
途
計
画

９
～
　
月
１２

第
　
日
１６

高等学校教員
総合教育センター職員

県
　内
　高
　等
　学
　校

【中学校のみ】
参観・研究協議
　「学習指導（１０）」
・教科指導の在り方（授業の評価と改善）

講話・研究協議
　「学習指導（１１）」
・教科指導の在り方（中高の連携）

１０／４
・

１０／２５
・

１１／１
の

いずれか

CD
第
　
日
１９

総合教育センター職員

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

講話・研究協議
　「学習指導（８）」
・教材研究（指導の展開、資料・教具の活

用、学習指導案の作成、研究授業の準
備）

火１０／１６AC第
　
　
　
日

１７

木１０／１８BD
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講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

小・中学校教員
総合教育センター職員

県
内
小
・
中
学
校

参観・研究協議
　「学習指導（９）」
　－学校会場授業研究－
・初任者が行う教科の授業（授業参観の観

点、授業分析、授業評価、授業実践上
の諸問題等）

火１１／１３AC第
　
　
　
日

１８

木１１／１５BD

総合教育センター職員

総
　
合
　
教
　
育
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

【小学校のみ】
講話・研究協議
　「学習指導（１０）」…選択教科Ｘコース
　　　　　　　　　　（国語・社会・算数・理科）
　「学習指導（１１）」…選択教科Ｘコース
　　　　　　　　　　（国語・社会・算数・理科）
　　・教科指導の在り方

（目標の明確化、学習指導過程の構成、
学習形態・活動の工夫、教材の工夫、
指導法の工夫、学習の評価）

火１２／１１A
第
　
　
　
日

１９

木１２／１３B

学校教育課職員
総合教育センター職員

講話
　「道徳教育」
　　・道徳教育の意義、内容、指導方法
　「特別活動」
　　・特別活動の特質、内容、指導方法
講話・研究協議
　「学習指導（１２）」…小学校は選択教科Ｙコース
　　（生活・音楽・図画工作・家庭・体育・外国語活動）
　　・教科指導の在り方

（教育機器の利用、様々な学習形態、
様々な指導方法、資料の提示等）

火１／１５AC

第
　
　
　
日

２０

木１／１７BD

教育事務所職員
総合教育センター職員

講話・研究協議
　「学習指導（１３）」
　　・課題研究まとめの発表
　　・研究の成果と今後の課題
研究協議
　「私の目指す教師像」
　　・１年間の反省
　　・今後の抱負
講話
　「閉講にあたって」

火１／２９

第
　
　
　
日

２１

付　記　　・第５日、第６日の期日及び会場等については、各教育事務所から、追って通知されます。
・第１６日の期日及び会場は追って通知します。
・第１８日の会場は受講者が所属する教科班によって変わりますので、教科班をつくった後、
追って連絡、説明いたします。
・第３日、第４日、第８日、第１５日、第１７日、第１８日、第１９日、第２０日については、ＡＢＣ
Ｄ組によって期日が異なりますので、よく確認してください。

・第１９日の中学校は、１０月４日・１０月２５日・１１月１日のいずれか県内高等学校で実施します。
期日及び会場は追って通知します。また、期日については、前述の日でない場合もあります。
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◎　留意点
（１）受講者は、校長と協議の上、選定してください。
（２）総合教育センターにおける研修の期日との重複を避けてください。
（３）教職２～５年目研修、養護教諭２～５年目研修、学校栄養職員２～５年目研修においては、各自

が設定した「自主研修の目標」との関連に留意してください。
（４）詳細については、それぞれの研修で説明いたします。なお、総合教育センター主催の専門研修２
（希望研修）については、受講管理の都合により、それぞれの研修の第１日より受講申込みの締切
りが早く設定されておりますので、専門研修２（希望研修）を選択する場合は、申込み期限に注
意してください。

選択研修について（小・中学校）

　初任者研修、教職２～５年目研修、養護教諭２～５年目研修、学校栄養職員２～５年目研修、教
職１０年目研修及び教職２０年目研修においては、それぞれの研修の１日を、受講者が自主的・主体的
に選ぶ選択研修としています。これは、受講者が自らの能力、適性等に応じて、主体的に各種研修
や研究大会等に参加することにより、教職員としての資質や専門性の向上を図ることを目的として
います。

１　研修期日
○　初任者研修、教職１０年目研修及び教職２０年目研修

６月から１２月までの期間に１日実施する。
○　教職２～５年目研修、養護教諭２～５年目研修、学校栄養職員２～５年目研修

２年目４月から４年目３月までの期間に１日実施する。

２　選定要件
（１）自主的・主体的に選んで参加するもので、次の機関または団体等が主催する研修及び研究大

会等。
ア）栃木県総合教育センター

・開催要項に示されている研修のうち、専門研修２、専門研修３、生涯学習研修より
選択する。

イ）栃木県教育委員会、各教育事務所、各市町教育委員会、広域行政事務組合教育委員会、
各教育研究所

ウ）宇都宮大学及び宇都宮大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校
エ）栃木県小・中学校教育研究会
オ）栃木県連合教育会

（２）受講者の能力、適性等の向上に役立つと校長が判断した場合、（１）の機関または団体等以外が
主催する研修も認める。ただし、原則として県内のものとする。

（３）選択する研修は、半日以上のものとする。研修及び研究大会等が２日以上開催される場合、
全日程に参加することが条件である。


